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　平成26年度にෟ属খ学校ではڅ食が導入され、「ෟখスクールランチ」（食育活動）が始まり、今年度は５年目になる。

平成18年度から始めたෟখランチ（京都女子大学とෟ属খ学校のখ大連携食育ランチ）時の８年間を含めると、ෟখで

の食育活動は、実に13年が経過することになる。

� ˞本食育活動は、څ食と区ผして「ෟখスクールランチ」とশしている。

ʮෟখεΫʔϧϥϯνʯͷతͱ࣮֓ࢪཁ

　ෟখランチでの食育の目的を継承して、第１に、ෟ属

খ学校の児ಐٴびอ護者への食育、第２に食物栄養学科

をはじめとする学Ԃ内の学生に対する実践栄養教育、と

している。

　平成30年度のڅ食は、څ食調理センターの移設事

に伴い、例年より１か月く、５月22日より開始した。

１年生には入学お祝い、２年生以上には、進ڃお祝いの

献立とした。今年度は、自વࡂ害に見われ、６月18

日は地、７月６日は大雨、９月４日、10日は大雨ܯ

報のため、４ܭ日څ食中止となり、７月５日は大雨のた

め、ࡂ害用カレーに変ߋした。

　ෟখڅ食ݕ౼会は例年月１回、年間10回程度開催し

てきたが、今年度は自વࡂ害で休校が多く、時間が取れ

ず、お楽しみ献立の試食会を݉Ͷ、３回開催した。メン

バーはෟখ（教಄長ߐઌ生、食育担当の教་、村養護

教་、各学年の担当教員）、څ食調理センター（ෆೋ家

事　খマネージャー、野村管理栄養士）、と大学ଆ

は中山、経営اը・広報室でߏ成されている。また、試

食会の際は、学生ボランティアリーμー７名も加わり、

栄養管理、ᅂ、Ӵ生・҆全、食育の؍、څ食として

大量調理がՄ能か等をݕ౼し、実施した。

ੜ͖ͨࡐڭʮཱݙʯͱ৯ҭ

　学校食育の中֩であるڅ食を「生きた教材」として活

用するҝ、ઌず、څ食調理センター管理栄養士の立てた

献立を、中山が指導助ݴし、ෟখのઌ生方の了承を得て、

֬定となる。จ部科学省の食育の目ඪである６つの食育

のࢹ（食事の重要性、心身の健康、食品を選する能

力、感謝の心、社会性、食จ化）を考ྀし、食育を行っ

ている。

　献立もかなり充実してきており、19日（食育の日）

前後は、旬の食材メニϡーとし、行事食、日本の味め͙

り（ڷ土料理）、外国の料理、おばんざいメニϡーなど、

シリーズ化して、食育の充実を図っている。また、Ϣネ

スコແܗจ化Ҩ産にొされた「和食」継承のため、

28年度から、24日前後に「和食の日」献立として、ڇ

乳をつけず、だしのうま味や「和食」のよさを見直す献

立を提ڙしている。表１に５～２月の食育のテーマ、食

育のࢹ、献立（抜ਮ）をࣔす。

　食育์ૹは、献立名（おห当配置図）と食材を３色食

品܈に分けたメモ、および、その日の献立内容から作成

した食育メモ（図１）を、各教室で担のઌ生にモニター

にөしていただき、食育์ૹは、基本、څ食ҕ員会のҕ

員の児ಐにಡんでもらっている。児ಐもுり切ってಡん

でおり、また、クラスメイトもクイズ等を楽しんでいる

とのことで、よい教育効果が出ていると思われる。

　今年度の学生ボランティアは、食物栄養学科４回生　

７名（岡ా、ᅳ本、中、ொా、ງా、松ฒ、एྛ）の

リーμーのもと、食物栄養学科を中心に、教育学科や生

活福祉学科等、教৬をཤमしている学生がボランティア

をしている。څ食を教材として、食育メモ、献立用ٴࢴ

び食育ߘݪを、ボランティアの学生に作成してもらうが、

教育の؍から、食育์ૹのメモおよび์ૹߘݪは、す

べて中山が最ऴ֬ೝをしている。

　リーμーの作業は、ボランティアの募集、食育資料の

作成指導・ҹ・配布等多ذにわたっており、ほ΅毎日

のことでもあり、卒業研究、ब৬活動、国家試験対策等

もありかなりෛ担は大きいと思うが、本当によくؤுっ

ている。６月25日に１年生のอ護者を対象としたอ護

者試食会が開催され、リーμーが食育メモを用意し、献

立の説明等をさせていただいた。献立内容もධだった

が、食育์ૹもとてもධで、ෟখスクールランチが毎

日実施されていることを大変تんでいただいた。

　児ಐも配膳や食べ方などにも慣れてきたため、教室で

の配膳やマナー指導のボランティアは、特に１年生はク

ಈ׆ҭڭ
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ラスに１～２名を配置している。毎日約４～５名（食育

์ૹ担当、クラス配属）のボランティアが必要であり、

食育メモ、三色分けの献立表、์ૹߘݪの作成等を含め

るとボランティア૯数は500名をえる。これらの経験

を生かして、栄養教་・管理栄養士または教་として活

༂してくれるものと期している。

ʮָ͓͠ΈཱݙʯͱࣨڭͰͷ৯ҭ

　通常のڅ食とはผに、１学期に１回、リーμーが「お

楽しみ献立」とশする献立を作成している。献立݅は、

ᶃ日本ܕ食事（和食、一汁三菜）とし、だしをきかせた

汁物を出し、ڇ乳はけない、ᶄ学校څ食摂取基準にԊっ

た栄養管理、特にڇ乳がないためカルシウムが摂取でき

るように、ᶅ旬や地場産の食材、京野菜などを使用

し食จ化や食材の産地について指導、ᶆアレルΪー対Ԡ

として、ڇ乳、খഴค、卵を使わず、少しでも多くの児

ಐが食べられるように配ྀ、ᶇࢫ味や߳り、৮感など五

感を使った味֮教育等とし、献立を生きた教材としてे

分に活用できるよう、食育のͶらいを明֬にしている。

通常、์ૹで行っている食育を、お楽しみ献立の日は、

各クラスにボランティア学生（栄養教་教৬課程ཤम４

回生）を配置し、ࣔܝ媒体を基に食育を行っている（ࣸ

ਅ１）。

　平成30年度は11月29日、平成31年３月８日（試食ݕ

౼会は10月24日、２月16日）に実施した（表２）。７

月６日は大雨のため中止となり、献立試食ݕ౼会、教室

の媒体等も作成したが、大変念であった。「お楽しみ

献立」と聞いて、ϋンバーグやカレーなどきな料理を

イメージしている児ಐもいるとのことであり、名শや献

立݅等、今後の課題と考えている。

　以上、څ食導入５年目として、献立内容や食育の、

充実がなされてきたように思う。食育์ૹの内容も、毎

日５分ではあるが、内容も多ذにわたり、児ಐの食の知

識・興味関心は深まって来ている。࣍年度は、さらなる

び食育の質の向上、充実を図り、ෟখの学校教育ٴ食څ

と関連けながら体ܥ的に進めていけるよう力したい。

� （中山　ྰ子）

図１　食育์ૹメモ

ࣸਅ１　11月お楽しみ献立　食育の様子
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表２　お楽しみ献立のテーマと食育教材

食育内容 平成30年7月6日（大雨のため中止） 平成30年11月29日

ݙ
ɹ
ཱ

テーマ 五色の࠼りˑカラフル七夕ランチ 秋܆る　ߚ༿ランチ

主食 五色のご൧ 秋の味֮ਬきおこわ

主菜 の大༿ཽా༲げࡸ の京かわり焼きࡪ

෭菜 ౙӝのおさまあんかけ れんこんと京菜のしΌきしΌきᖱめ

෭෭菜 ສ願寺ਏ子のおかか和え 白菜とえのきのމຑ和え

汁物 冊汁　౾乳仕立て 秋の࠼り౾乳汁

デザート 七夕ゼリー さつまいもとりんごのオレンジジϡース煮

献立紹介

表１　平成30年度食育のテーマと献立（５～２月抜ਮ）

月 日 食育のࢹ テーマ 献立

5

22 社、จ 入学、進ڃおめでとうʂ　ϋレの日の食事 খ౾ご൧（入学、進ڃお祝い献立）

24 จ 「和食」について 「和食」の日献立

28 選 य़野菜について य़野菜の࠼スープ

6

4 健 よくטむことの大切さ かみかみ献立（ࣃ予防デー）

8 จ おばんざい（おきまり料理あらめのਬいたん） おばんざいڅ食

14 จ、健 アメリカ料理（クラムチャウμー） 世界の料理　（アメリカ）

19 選、健 6月の旬食材ҷ 旬食材メニϡー（食育の日）

29 จ 水ແ月（夏ӽのᜄ） 水ແ月

7
2 選、健 旬の食材（トマトカレーと夏野菜ιテー） セルフ献立

3 選、健 ഴごはん ഴごはんの日

9
18 จ 大分ݝのڷ土料理（とり天、だんご汁） 日本の味め͙り（大分ݝ）

25 จ 秋のお൴؛（おは͗） 「和食」の日献立

10

10 選、健 目のѪ護デー（目にྑい食品、トマトなど） 目のѪ護デー献立

12 จ フィッシϡアンドチップス 世界の料理　（ニϡージーランド）

25 健、จ ཽా༲げについて 「和食」の日献立

29 選、จ ߳ݝの食物（さ͵きうどん、オリーブオイル） 日本の味め͙り　（߳ݝ）

11
8 健、選 むことの力ט かみかみ献立　（いいࣃの日）

17 จ 三重ݝのڷ土料理（ૐฌ汁） 日本の味め͙り　（三重ݝ）

12 14 จ ౙࢸ、ౙ休みの過ごし方 ౙࢸ献立、2学期最後のڅ食

1

15 จ খਖ਼月（খ౾ご൧、なます） খਖ਼月献立

22 重、健 カレー、学校څ食ि間 カレーの日
（食でカレーが初めて出た日څ）

29 จ 北ւಓのڷ土料理（ࡪのザンΪ、ۭ知汁） 日本の味め͙り（北ւಓ）

2

4 จ、健 節分 節分献立

13 จ 白身魚のムニエルプロバンス෩ 世界の料理（フランス）

19 จ、選 ੴݝのڷ土料理（࣏部煮） 日本の味め͙り（ੴݝ）

˞�食育のࢹ：〈重〉食事の重要性、〈健〉心身の健康、〈選〉食品を選する能力、〈感〉感謝の心、〈社〉社会性、〈จ〉食
จ化
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食育内容 平成30年7月6日（大雨のため中止） 平成30年11月29日

食育媒体

旬

産地

食
育
の
視
点

〈重〉 仲間との食事や食味のよさは、
心を豊かにすると感じる。

仲間との食事や食味のよさは、
心を豊かにすると感じる。

〈健〉 色々な食品をバランスよく食べ、
栄養バランスのよい食事の大切さを知る。

色々な食品をバランスよく食べ、
栄養バランスのよい食事の大切さを知る。

〈選〉 夏に美味しい旬の食材を知り、味わって食べる。 料理に使われている色々な食品の名前が分かる。

〈感〉 食べ物や食に携わる人に
感謝の気持ちを持って食事をする。

食べ物や食に携わる人に
感謝の気持ちを持って食事をする。

〈社〉 食事マナーを考えて楽しく食事をする。 食事マナーを考えて楽しく食事をする。

〈食〉 五節句である七夕を、食事を通して祝う。 秋に美味しい旬の食品を知り、味わって食べる。
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